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議
員
定
数
や
待
遇
に
つ
い
て
は
、

議
会
と
執
行
部
と
が
対
立
し
な
が

ら
も
協
調
し
て
、
市
民
の
意
向
を

十
分
受
け
取
り
つ
つ
決
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
行
政
改
革

と
い
う
の
は
、
尽
き
ざ
る
命
題
で

あ
る
た
め
、
議
会
と
共
に
特
別
職

や
執
行
部
も
一
層
努
力
を
し
て
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
県
内
の
一
部
の
市
町
村
で
導

入
さ
れ
て
い
る
「
通
学
区
域
の
自

由
化
・
学
校
選
択
制
」
に
つ
い
て
、

そ
の
問
題
点
等
を
含
め
た
本
市
の

考
え
方
は
い
か
が
か
。

　
　
現
在
、
住
所
や
自
治
会
単
位

で
の
通
学
区
域
を
定
め
た
指
定
校

制
度
を
と
っ
て
い
る
が
、
地
域
に

よ
っ
て
は
自
治
会
長
か
ら
の
要
望

に
よ
り
、
特
認
地
域
と
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
い
じ
め
へ

の
対
応
、
通
学
の
利
便
性
な
ど
の

地
理
的
な
理
由
、
部
活
動
な
ど
学

校
独
自
の
活
動
等
で
は
、
保
護
者

か
ら
の
申
し
出
に
基
づ
き
個
別
に

対
応
す
る
な
ど
、
指
定
校
制
度
で

は
あ
る
が
、
通
学
区
域
の
一
層
の

拡
大
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
通
学
区
域
の
自
由
化
、
学
校

選
択
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
公

平
公
正
さ
の
確
保
の
問
題
、
学
校

と
地
域
の
つ
な
が
り
の
問
題
、
保

護
者
の
意
向
の
問
題
等
を
踏
ま
え
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。

　
　
観
光
客
一
千
万
人
は
地
域
へ

の
波
及
効
果
絶
大
で
あ
る
た
め
、

基
盤
整
備
と
併
せ
、
河
越
館
跡
や

舟
運
史
跡
等
、
積
極
的
に
新
た
な

資
源
開
発
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
　
現
在
は
旧
市
街
地
の
蔵
の
街

や
博
物
館
、
喜
多
院
ゾ
ー
ン
を
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
が
、
今
後
は
、
河
越
館
跡
や
下

広
谷
地
域
に
あ
る
県
指
定
史
跡
で

あ
る
大
堀
山
館
跡
等
の
新
た
な
観

光
資
源
及
び
、
埋
も
れ
て
い
る
観

光
資
源
の
発
掘
、
産
業
観
光
の
推

進
、
新
河
岸
川
観
光
舟
運
整
備
、

他
市
町
村
を
含
む
広
域
観
光
の
推

進
や
旅
行
会
社
に
よ
る
川
越
を
商

品
と
し
た
パ
ッ
ク
旅
行
の
誘
致
、

花
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
等
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
ほ
か
、
特
産
品
の
開
発
や
小
江

戸
川
越
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
充
実
や

ご
当
地
検
定
、
川
越
フ
ァ
ン
等
の

ソ
フ
ト
面
で
の
開
発
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
危
機
管
理
の
定
義
に
つ
い
て

と
、
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
の

危
機
管
理
体
制
の
整
備
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
危
機
管
理
と
は
、
危
機
を
未

然
に
防
止
し
、
発
生
し
た
場
合
に

は
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
て
危
機

を
収
拾
し
、
市
民
生
活
を
平
常
に

回
復
さ
せ
る
組
織
的
な
一
連
の
対

応
を
い
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
に
お

い
て
は
、
「
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
の
確
保
」
の
た
め
の
施
策
と
し

て
、
「
危
機
管
理
体
制
の
整
備
」

を
掲
げ
て
い
る
。
今
年
度
、
新
た

に
危
機
管
理
担
当
を
設
置
し
た
の

も
当
施
策
の
一
環
で
あ
る
。

　
実
際
に
危
機
が
発
生
し
た
場
合

の
具
体
的
な
危
機
対
応
の
体
制
等

に
つ
い
て
は
、
現
在
危
機
管
理
担

当
が
ま
と
め
て
い
る
危
機
管
理
指

針
の
中
で
定
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
笠
幡
の
圏
央
道
近
接
地
一
帯

は
、
未
整
備
の
道
路
が
多
く
、
防

犯
対
策
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、

無
防
備
な
児
童
、
生
徒
の
犯
罪
被

害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
指
摘
の
通
り
、
こ
の
周
辺
地

域
は
、
民
家
が
少
な
く
薄
暗
い
箇

所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
を
誘

発
し
や
す
い
た
め
、
防
犯
対
策
を

強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
現
在
、
行
政
と
警
察
、
地
域
住

民
と
が
協
働
し
た
総
合
的
な
防
犯

対
策
を
展
開
す
る
た
め
、
「
防
犯

推
進
体
制
の
整
備
・
促
進
強
化
地

域
」
の
指
定
に
つ
い
て
、
自
治
会

連
合
会
霞
ケ
関
支
会
の
役
員
さ
ん

と
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
指
定
後
は
、
三
十
二
Ｗ
モ
デ
ル

地
区
自
治
会
防
犯
灯
や
防
犯
強
化

地
域
を
示
す
看
板
の
設
置
、
道
路

照
明
灯
の
設
置
な
ど
、
周
辺
地
域

の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
昨
年
の
特
別
公
開
で
好
評
を

博
し
た
「
旧
山
崎
家
別
邸
」
は
、

市
指
定
文
化
財
と
し
て
保
存
に
配

慮
し
つ
つ
、
新
観
光
拠
点
と
し
て

一
般
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
旧
山
崎
家
別
邸
は
、
大
正
十

四
年
に
菓
子
商
の
老
舗
亀
屋
の
五

代
目
の
隠
居
所
と
し
て
建
て
ら
れ

た
和
洋
併
設
の
建
物
で
、
平
成
十

二
年
度
に
市
指
定
文
化
財
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　
昨
年
度
川
越
ま
つ
り
の
際
に
特

別
公
開
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
約

六
千
人
も
の
方
が
訪
れ
盛
況
で
あ

っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
建
物
で
あ
り
、

観
光
客
の
集
客
に
も
役
立
つ
と
思

わ
れ
る
の
で
、
直
す
所
は
直
し
て

開
放
し
、
管
理
に
つ
い
て
は
観
光

協
会
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
、
川

越
の
名
所
と
し
て
残
し
、
有
効
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
や
す
ら
ぎ
の
さ
と
の
霊
安
室

は
、
条
例
の
第
四
条
で
式
場
の
利

用
者
以
外
は
利
用
で
き
な
い
が
、

条
例
改
正
に
よ
り
霊
安
室
の
み
の

利
用
も
認
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　
霊
安
室
利
用
者
の
多
く
は
、

葬
儀
を
行
う
ま
で
の
間
、
自
宅
に

ご
遺
体
を
安
置
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
や
す
ら
ぎ
の
さ
と
を
利
用
し
な

い
で
、
寺
院
や
集
会
所
等
で
葬
儀

を
行
う
方
も
多
く
お
ら
れ
る
が
、

こ
の
場
合
、
葬
祭
業
者
の
多
く
が

自
社
に
霊
安
室
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
喪
家
の
都
合
で
自
宅
に
ご
遺

体
を
安
置
で
き
な
い
方
は
、
業
者

の
霊
安
室
を
利
用
し
て
い
る
の
が

現
状
の
よ
う
で
あ
る
。

　
霊
安
室
の
み
の
利
用
を
認
め
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
他

市
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
商
店
街
活
性
化
に
は
空
き
店

舗
対
策
が
必
要
と
思
う
。
他
市
で

は
、
産
学
協
力
に
連
携
し
て
い
る

所
が
あ
る
が
、
川
越
市
と
し
て
考

え
て
い
る
か
、
伺
い
た
い
。

　
　
現
在
、
川
越
市
商
店
街
振
興

促
進
補
助
要
綱
に
基
づ
き
、
個
々

の
商
店
街
や
商
店
街
連
合
会
事
業

組
合
を
対
象
に
、
様
々
な
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
事
業
を
行
う
際
の
補
助
を

実
施
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
空
き
店
舗
活

用
へ
の
補
助
が
あ
り
、
こ
れ
に
関

し
て
、
今
年
度
、
角
栄
商
店
街
振

興
組
合
が
、
県
の
「
夢
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
」
に
応
募
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
商
店
街
を
少
し

で
も
明
る
く
し
て
い
く
た
め
、
空

き
店
舗
等
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
、
時

の
鐘
な
ど
川
越
に
ち
な
ん
だ
絵
を

大
学
生
に
描
い
て
も
ら
う
と
い
う

も
の
で
、
市
と
し
て
も
、
こ
の
事

業
を
県
と
共
に
支
援
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
。

　
「
君
を
守
り
隊
」
等
、
児
童
生

徒
に
よ
る
主
体
的
な
い
じ
め
防
止

対
策
の
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
市

の
今
後
の
い
じ
め
防
止
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
全
て
の
学
校
が
自
ら
の
課
題

と
し
て
受
け
止
め
、
真
剣
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
に
い
じ
め
を
起
こ
さ

せ
な
い
よ
う
に
、
学
校
は
、
教
育

の
本
質
を
踏
ま
え
、
基
礎
基
本
を

重
視
し
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方

や
在
り
方
、
倫
理
観
を
は
ぐ
く
む

教
育
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
今
後
と
も
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
魅
力
が
あ
り
、

活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
指

導
・
教
育
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
、

一
人
一
人
の
児
童
生
徒
に
き
め
細

か
く
対
応
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
高
階
地
区
の
地
域
別
構
想
実

現
の
為
に
、
推
進
す
べ
き
課
題
で

あ
る
高
階
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
と
体

制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
新
河
岸
駅
東
口
を
含
む
駅
前

広
場
、
道
路
、
公
園
等
の
都
市
基

盤
整
備
を
行
う
為
、
第
三
工
区
の

事
業
化
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
為
に
は
、
従
来
の
理
想
と
す

る
画
一
的
整
備
手
法
で
は
多
大
な

事
業
期
間
と
事
業
費
を
必
要
と
す

る
為
、
建
物
移
転
を
少
な
く
し
、

早
期
の
事
業
化
を
図
る
為
検
討
す

る
。
基
本
計
画
を
基
に
住
民
合
意

及
び
県
と
の
協
議
を
進
め
、
新
河

岸
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
及
び
駅

前
広
場
等
の
都
市
計
画
決
定
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
後
、
区
画

整
理
の
事
業
計
画
を
策
定
し
、
事

業
認
可
手
続
き
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
事
業
の
進
捗

状
況
に
応
じ
て
職
員
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
施
策
評
価
を
導
入
す
る
上
で

透
明
性
・
客
観
性
を
反
映
さ
せ
る

為
に
、
外
部
評
価
が
必
要
と
考
え

る
。
専
門
家
を
招
き
職
員
へ
の
勉

強
会
等
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
平
成
十
四
年
度
に
事
務
事
業

評
価
を
試
行
と
し
て
導
入
す
る
際

に
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
講
演

会
を
開
催
し
、
行
政
評
価
制
度
導

入
に
つ
い
て
の
趣
旨
を
全
庁
的
に

周
知
し
た
の
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま

で
に
も
行
政
評
価
制
度
を
内
容
と

し
た
研
修
を
実
施
し
て
き
た
。

　
施
策
評
価
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
導
入
を
目
指
し
、
各
部
の
代

表
で
組
織
さ
れ
る
行
政
評
価
推
進

チ
ー
ム
と
同
部
会
に
お
い
て
具
体

案
を
作
成
し
、
行
政
評
価
推
進
委

員
会
で
決
め
て
い
く
予
定
で
あ
る

が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
必
要

に
応
じ
て
、
先
進
市
へ
の
視
察
や

外
部
の
研
修
会
へ
の
参
加
、
外
部

講
師
に
よ
る
勉
強
会
の
実
施
等
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
選
挙
期
間
中
の
有
権
者
に
と

っ
て
貴
重
な
候
補
者
情
報
と
な
る

選
挙
公
報
を
、
投
票
所
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　
選
挙
公
報
は
公
職
選
挙
法
に

基
づ
く
文
書
図
画
と
異
な
り
、
条

例
で
任
意
に
規
定
す
る
例
外
的
媒

体
で
あ
る
。
川
越
市
で
は
有
権
者

に
必
要
な
判
断
の
材
料
と
し
て
こ

れ
を
作
成
し
て
い
る
。
現
在
は
、

選
挙
期
日
二
日
前
ま
で
に
は
新
聞

折
込
で
配
布
で
き
る
よ
う
手
配
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
新
聞
未
購
読

世
帯
に
は
、
広
報
で
個
別
郵
送
の

お
知
ら
せ
を
掲
載
し
、
一
度
連
絡

を
頂
い
た
方
に
は
毎
回
郵
送
し
て

い
る
。
選
挙
公
報
を
投
票
所
の
外

で
読
む
分
に
は
問
題
な
い
が
、
投

票
等
の
混
乱
を
防
止
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
す
る
と
、
投
票
所
の
中

に
座
っ
て
読
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
る
投
票
所
は
少
な
い
状
況

に
あ
る
。

　
　
川
越
高
校
定
時
制
廃
止
は
公

私
18
高
校
を
有
す
る
本
市
の
特
徴

の
半
減
化
だ
。
不
登
校
、
中
退
、

外
国
籍
な
ど
事
情
あ
る
人
達
の
再

挑
戦
の
場
を
奪
う
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
県
は
、
豊
岡
高
校
、
狭
山
高

校
、
川
越
高
校
の
定
時
制
を
狭
山

に
新
設
す
る
高
校
に
統
合
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
川
越
工
業
高
校

の
定
時
制
に
普
通
科
を
新
設
す
る

内
容
で
、
県
議
会
の
今
定
例
会
に

議
案
を
上
程
し
て
い
る
。

　
県
立
川
越
高
校
は
県
の
施
設
で

あ
り
、
県
の
方
針
も
あ
る
の
で
、

非
常
に
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、

川
越
高
校
の
定
時
制
は
伝
統
が
あ

り
多
く
の
生
徒
が
在
籍
し
志
願
者

も
多
く
い
る
。

　
市
議
会
の
今
定
例
会
に
請
願
も

提
出
さ
れ
て
お
り
、
厳
し
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
僅
か
な
可
能
性
が

公
明
党
　
　
若
　
狭
　
み
ど
り

問答公
明
党
　
　
近
　
藤
　
芳
　
宏

問 Ｐ
川
越
21
　
　
中
　
原
　
秀
　
久

問答

公
明
党
　
　
桐
　
野
　
　
　
忠

問答 　
　
　
　
　
得
　
橋
　
　
　
剛

問答

市
民
ク
　
　
川
　
口
　
啓
　
介

問

答答 自
民
ク
　
　
関
　
口
　
　
　
勇

問答自
民
ク
　
　
神
　
田
　
寿
　
雄

問

答 公
明
党
　
　
石
　
川
　
隆
　
二

問答 答

公
明
党
　
　
小
ノ
澤
　
哲
　
也

問

市
民
ク
　
　
菊
　
地
　
　
　
実

問答 公
明
党
　
　
大
　
泉
　
一
　
夫

問答

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
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議
員
定
数
や
待
遇
に
つ
い
て
は
、

議
会
と
執
行
部
と
が
対
立
し
な
が

ら
も
協
調
し
て
、
市
民
の
意
向
を

十
分
受
け
取
り
つ
つ
決
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
行
政
改
革

と
い
う
の
は
、
尽
き
ざ
る
命
題
で

あ
る
た
め
、
議
会
と
共
に
特
別
職

や
執
行
部
も
一
層
努
力
を
し
て
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
県
内
の
一
部
の
市
町
村
で
導

入
さ
れ
て
い
る
「
通
学
区
域
の
自

由
化
・
学
校
選
択
制
」
に
つ
い
て
、

そ
の
問
題
点
等
を
含
め
た
本
市
の

考
え
方
は
い
か
が
か
。

　
　
現
在
、
住
所
や
自
治
会
単
位

で
の
通
学
区
域
を
定
め
た
指
定
校

制
度
を
と
っ
て
い
る
が
、
地
域
に

よ
っ
て
は
自
治
会
長
か
ら
の
要
望

に
よ
り
、
特
認
地
域
と
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
い
じ
め
へ

の
対
応
、
通
学
の
利
便
性
な
ど
の

地
理
的
な
理
由
、
部
活
動
な
ど
学

校
独
自
の
活
動
等
で
は
、
保
護
者

か
ら
の
申
し
出
に
基
づ
き
個
別
に

対
応
す
る
な
ど
、
指
定
校
制
度
で

は
あ
る
が
、
通
学
区
域
の
一
層
の

拡
大
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
通
学
区
域
の
自
由
化
、
学
校

選
択
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
公

平
公
正
さ
の
確
保
の
問
題
、
学
校

と
地
域
の
つ
な
が
り
の
問
題
、
保

護
者
の
意
向
の
問
題
等
を
踏
ま
え
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。

　
　
観
光
客
一
千
万
人
は
地
域
へ

の
波
及
効
果
絶
大
で
あ
る
た
め
、

基
盤
整
備
と
併
せ
、
河
越
館
跡
や

舟
運
史
跡
等
、
積
極
的
に
新
た
な

資
源
開
発
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
　
現
在
は
旧
市
街
地
の
蔵
の
街

や
博
物
館
、
喜
多
院
ゾ
ー
ン
を
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
が
、
今
後
は
、
河
越
館
跡
や
下

広
谷
地
域
に
あ
る
県
指
定
史
跡
で

あ
る
大
堀
山
館
跡
等
の
新
た
な
観

光
資
源
及
び
、
埋
も
れ
て
い
る
観

光
資
源
の
発
掘
、
産
業
観
光
の
推

進
、
新
河
岸
川
観
光
舟
運
整
備
、

他
市
町
村
を
含
む
広
域
観
光
の
推

進
や
旅
行
会
社
に
よ
る
川
越
を
商

品
と
し
た
パ
ッ
ク
旅
行
の
誘
致
、

花
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
等
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
ほ
か
、
特
産
品
の
開
発
や
小
江

戸
川
越
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
充
実
や

ご
当
地
検
定
、
川
越
フ
ァ
ン
等
の

ソ
フ
ト
面
で
の
開
発
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
危
機
管
理
の
定
義
に
つ
い
て

と
、
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
の

危
機
管
理
体
制
の
整
備
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
危
機
管
理
と
は
、
危
機
を
未

然
に
防
止
し
、
発
生
し
た
場
合
に

は
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
て
危
機

を
収
拾
し
、
市
民
生
活
を
平
常
に

回
復
さ
せ
る
組
織
的
な
一
連
の
対

応
を
い
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
に
お

い
て
は
、
「
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
の
確
保
」
の
た
め
の
施
策
と
し

て
、
「
危
機
管
理
体
制
の
整
備
」

を
掲
げ
て
い
る
。
今
年
度
、
新
た

に
危
機
管
理
担
当
を
設
置
し
た
の

も
当
施
策
の
一
環
で
あ
る
。

　
実
際
に
危
機
が
発
生
し
た
場
合

の
具
体
的
な
危
機
対
応
の
体
制
等

に
つ
い
て
は
、
現
在
危
機
管
理
担

当
が
ま
と
め
て
い
る
危
機
管
理
指

針
の
中
で
定
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
笠
幡
の
圏
央
道
近
接
地
一
帯

は
、
未
整
備
の
道
路
が
多
く
、
防

犯
対
策
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、

無
防
備
な
児
童
、
生
徒
の
犯
罪
被

害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
指
摘
の
通
り
、
こ
の
周
辺
地

域
は
、
民
家
が
少
な
く
薄
暗
い
箇

所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
を
誘

発
し
や
す
い
た
め
、
防
犯
対
策
を

強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
現
在
、
行
政
と
警
察
、
地
域
住

民
と
が
協
働
し
た
総
合
的
な
防
犯

対
策
を
展
開
す
る
た
め
、
「
防
犯

推
進
体
制
の
整
備
・
促
進
強
化
地

域
」
の
指
定
に
つ
い
て
、
自
治
会

連
合
会
霞
ケ
関
支
会
の
役
員
さ
ん

と
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
指
定
後
は
、
三
十
二
Ｗ
モ
デ
ル

地
区
自
治
会
防
犯
灯
や
防
犯
強
化

地
域
を
示
す
看
板
の
設
置
、
道
路

照
明
灯
の
設
置
な
ど
、
周
辺
地
域

の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
昨
年
の
特
別
公
開
で
好
評
を

博
し
た
「
旧
山
崎
家
別
邸
」
は
、

市
指
定
文
化
財
と
し
て
保
存
に
配

慮
し
つ
つ
、
新
観
光
拠
点
と
し
て

一
般
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
旧
山
崎
家
別
邸
は
、
大
正
十

四
年
に
菓
子
商
の
老
舗
亀
屋
の
五

代
目
の
隠
居
所
と
し
て
建
て
ら
れ

た
和
洋
併
設
の
建
物
で
、
平
成
十

二
年
度
に
市
指
定
文
化
財
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　
昨
年
度
川
越
ま
つ
り
の
際
に
特

別
公
開
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
約

六
千
人
も
の
方
が
訪
れ
盛
況
で
あ

っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
建
物
で
あ
り
、

観
光
客
の
集
客
に
も
役
立
つ
と
思

わ
れ
る
の
で
、
直
す
所
は
直
し
て

開
放
し
、
管
理
に
つ
い
て
は
観
光

協
会
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
、
川

越
の
名
所
と
し
て
残
し
、
有
効
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
や
す
ら
ぎ
の
さ
と
の
霊
安
室

は
、
条
例
の
第
四
条
で
式
場
の
利

用
者
以
外
は
利
用
で
き
な
い
が
、

条
例
改
正
に
よ
り
霊
安
室
の
み
の

利
用
も
認
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　
霊
安
室
利
用
者
の
多
く
は
、

葬
儀
を
行
う
ま
で
の
間
、
自
宅
に

ご
遺
体
を
安
置
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
や
す
ら
ぎ
の
さ
と
を
利
用
し
な

い
で
、
寺
院
や
集
会
所
等
で
葬
儀

を
行
う
方
も
多
く
お
ら
れ
る
が
、

こ
の
場
合
、
葬
祭
業
者
の
多
く
が

自
社
に
霊
安
室
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
喪
家
の
都
合
で
自
宅
に
ご
遺

体
を
安
置
で
き
な
い
方
は
、
業
者

の
霊
安
室
を
利
用
し
て
い
る
の
が

現
状
の
よ
う
で
あ
る
。

　
霊
安
室
の
み
の
利
用
を
認
め
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
他

市
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
商
店
街
活
性
化
に
は
空
き
店

舗
対
策
が
必
要
と
思
う
。
他
市
で

は
、
産
学
協
力
に
連
携
し
て
い
る

所
が
あ
る
が
、
川
越
市
と
し
て
考

え
て
い
る
か
、
伺
い
た
い
。

　
　
現
在
、
川
越
市
商
店
街
振
興

促
進
補
助
要
綱
に
基
づ
き
、
個
々

の
商
店
街
や
商
店
街
連
合
会
事
業

組
合
を
対
象
に
、
様
々
な
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
事
業
を
行
う
際
の
補
助
を

実
施
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
空
き
店
舗
活

用
へ
の
補
助
が
あ
り
、
こ
れ
に
関

し
て
、
今
年
度
、
角
栄
商
店
街
振

興
組
合
が
、
県
の
「
夢
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
」
に
応
募
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
商
店
街
を
少
し

で
も
明
る
く
し
て
い
く
た
め
、
空

き
店
舗
等
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
、
時

の
鐘
な
ど
川
越
に
ち
な
ん
だ
絵
を

大
学
生
に
描
い
て
も
ら
う
と
い
う

も
の
で
、
市
と
し
て
も
、
こ
の
事

業
を
県
と
共
に
支
援
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
。

　
「
君
を
守
り
隊
」
等
、
児
童
生

徒
に
よ
る
主
体
的
な
い
じ
め
防
止

対
策
の
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
市

の
今
後
の
い
じ
め
防
止
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
全
て
の
学
校
が
自
ら
の
課
題

と
し
て
受
け
止
め
、
真
剣
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
に
い
じ
め
を
起
こ
さ

せ
な
い
よ
う
に
、
学
校
は
、
教
育

の
本
質
を
踏
ま
え
、
基
礎
基
本
を

重
視
し
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方

や
在
り
方
、
倫
理
観
を
は
ぐ
く
む

教
育
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
今
後
と
も
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
魅
力
が
あ
り
、

活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
指

導
・
教
育
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
、

一
人
一
人
の
児
童
生
徒
に
き
め
細

か
く
対
応
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
高
階
地
区
の
地
域
別
構
想
実

現
の
為
に
、
推
進
す
べ
き
課
題
で

あ
る
高
階
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
と
体

制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
新
河
岸
駅
東
口
を
含
む
駅
前

広
場
、
道
路
、
公
園
等
の
都
市
基

盤
整
備
を
行
う
為
、
第
三
工
区
の

事
業
化
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
為
に
は
、
従
来
の
理
想
と
す

る
画
一
的
整
備
手
法
で
は
多
大
な

事
業
期
間
と
事
業
費
を
必
要
と
す

る
為
、
建
物
移
転
を
少
な
く
し
、

早
期
の
事
業
化
を
図
る
為
検
討
す

る
。
基
本
計
画
を
基
に
住
民
合
意

及
び
県
と
の
協
議
を
進
め
、
新
河

岸
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
及
び
駅

前
広
場
等
の
都
市
計
画
決
定
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
後
、
区
画

整
理
の
事
業
計
画
を
策
定
し
、
事

業
認
可
手
続
き
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
事
業
の
進
捗

状
況
に
応
じ
て
職
員
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
施
策
評
価
を
導
入
す
る
上
で

透
明
性
・
客
観
性
を
反
映
さ
せ
る

為
に
、
外
部
評
価
が
必
要
と
考
え

る
。
専
門
家
を
招
き
職
員
へ
の
勉

強
会
等
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
平
成
十
四
年
度
に
事
務
事
業

評
価
を
試
行
と
し
て
導
入
す
る
際

に
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
講
演

会
を
開
催
し
、
行
政
評
価
制
度
導

入
に
つ
い
て
の
趣
旨
を
全
庁
的
に

周
知
し
た
の
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま

で
に
も
行
政
評
価
制
度
を
内
容
と

し
た
研
修
を
実
施
し
て
き
た
。

　
施
策
評
価
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
導
入
を
目
指
し
、
各
部
の
代

表
で
組
織
さ
れ
る
行
政
評
価
推
進

チ
ー
ム
と
同
部
会
に
お
い
て
具
体

案
を
作
成
し
、
行
政
評
価
推
進
委

員
会
で
決
め
て
い
く
予
定
で
あ
る

が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
必
要

に
応
じ
て
、
先
進
市
へ
の
視
察
や

外
部
の
研
修
会
へ
の
参
加
、
外
部

講
師
に
よ
る
勉
強
会
の
実
施
等
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
選
挙
期
間
中
の
有
権
者
に
と

っ
て
貴
重
な
候
補
者
情
報
と
な
る

選
挙
公
報
を
、
投
票
所
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　
選
挙
公
報
は
公
職
選
挙
法
に

基
づ
く
文
書
図
画
と
異
な
り
、
条

例
で
任
意
に
規
定
す
る
例
外
的
媒

体
で
あ
る
。
川
越
市
で
は
有
権
者

に
必
要
な
判
断
の
材
料
と
し
て
こ

れ
を
作
成
し
て
い
る
。
現
在
は
、

選
挙
期
日
二
日
前
ま
で
に
は
新
聞

折
込
で
配
布
で
き
る
よ
う
手
配
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
新
聞
未
購
読

世
帯
に
は
、
広
報
で
個
別
郵
送
の

お
知
ら
せ
を
掲
載
し
、
一
度
連
絡

を
頂
い
た
方
に
は
毎
回
郵
送
し
て

い
る
。
選
挙
公
報
を
投
票
所
の
外

で
読
む
分
に
は
問
題
な
い
が
、
投

票
等
の
混
乱
を
防
止
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
す
る
と
、
投
票
所
の
中

に
座
っ
て
読
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
る
投
票
所
は
少
な
い
状
況

に
あ
る
。

　
　
川
越
高
校
定
時
制
廃
止
は
公

私
18
高
校
を
有
す
る
本
市
の
特
徴

の
半
減
化
だ
。
不
登
校
、
中
退
、

外
国
籍
な
ど
事
情
あ
る
人
達
の
再

挑
戦
の
場
を
奪
う
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
県
は
、
豊
岡
高
校
、
狭
山
高

校
、
川
越
高
校
の
定
時
制
を
狭
山

に
新
設
す
る
高
校
に
統
合
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
川
越
工
業
高
校

の
定
時
制
に
普
通
科
を
新
設
す
る

内
容
で
、
県
議
会
の
今
定
例
会
に

議
案
を
上
程
し
て
い
る
。

　
県
立
川
越
高
校
は
県
の
施
設
で

あ
り
、
県
の
方
針
も
あ
る
の
で
、

非
常
に
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、

川
越
高
校
の
定
時
制
は
伝
統
が
あ

り
多
く
の
生
徒
が
在
籍
し
志
願
者

も
多
く
い
る
。

　
市
議
会
の
今
定
例
会
に
請
願
も

提
出
さ
れ
て
お
り
、
厳
し
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
僅
か
な
可
能
性
が

公
明
党
　
　
若
　
狭
　
み
ど
り

問答公
明
党
　
　
近
　
藤
　
芳
　
宏

問 Ｐ
川
越
21
　
　
中
　
原
　
秀
　
久

問答

公
明
党
　
　
桐
　
野
　
　
　
忠

問答 　
　
　
　
　
得
　
橋
　
　
　
剛

問答

市
民
ク
　
　
川
　
口
　
啓
　
介

問

答答 自
民
ク
　
　
関
　
口
　
　
　
勇

問答自
民
ク
　
　
神
　
田
　
寿
　
雄

問

答 公
明
党
　
　
石
　
川
　
隆
　
二

問答 答

公
明
党
　
　
小
ノ
澤
　
哲
　
也

問

市
民
ク
　
　
菊
　
地
　
　
　
実

問答 公
明
党
　
　
大
　
泉
　
一
　
夫

問答

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

一般質問の詳細や、過去の質問は、会議録でご覧いただけます。会議録は図書館、出張所、議会ホームページ等で閲覧できます。 今定例会の会議録は、図書館等では 8月下旬頃から、議会ホームページ上では 1 0 月上旬頃から閲覧できます。


